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静岡県の環境への取り組み

（静岡県版レッドデータブック）

静岡県くらし・環境部
環境局⾃然保護課

令和元年12⽉4⽇ 環境保全セミナー
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静岡県版レッドデータブックとは

≪静岡県版レッドデータブック≫

⇒県内の絶滅のおそれのある「種」を解説したもの

（役割・⽬的）
①県内の実情にあった希少種の位置づけ
②希少種の基礎データ（種類、⽣息場所、特性等）
③⾃然環境の劣化状況の把握
④⾃然保護意識の普及
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希少度合いに応じた保護方針

（抜粋）
希少

度合い

⾼

カテゴリー 種の個体数の減少に対する保護⽅針 対応

絶
滅
危
惧

ＩＡ類 影響及び要因は最⼤限の努⼒をもって
排除する必要 回避を原則

ＩＢ類 影響及び要因は軽減⼜は排除する必要 回避⼜は低減
を原則

Ⅱ類 影響及び要因は最⼩限にとどめる必要 低減を原則

準絶滅危惧 影響は可能な限り⽣じないよう注意 低減⼜は代償措置
を原則

静岡県版レッドリスト（Ｈ15.4⇒Ｈ29.10）
⇒種名とカテゴリーのリスト

静岡県 レッドリスト
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◇静岡県版レッドデータブック動物編
（Ｈ16.3⇒Ｈ31.3）

⇒哺乳類, ⿃類, 爬⾍類, 両⽣類, 淡⽔⿂類, 昆⾍類, 
陸・淡⽔産⾙類＋クモ類（新規）

◇静岡県版レッドデータブック植物・菌類編(Ｈ16.3⇒Ｒ02.3(予定))
⇒植物＋菌類（キノコ類）（新規）

◇静岡県版レッドデータブック普及版（Ｈ16.3⇒Ｒ02.3（予定））
⇒レッドデータブックの普及書

◇静岡県野⽣⽣物⽬録（Ｈ17.3⇒Ｒ02.3（予定））
⇒普通種を含めた県内確認種⼀覧

静岡県版レッドデータブック等
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◇学術的価値の向上
国内第⼀級の学者に監修を依頼

◇写真・分布図の掲載
掲載種ほぼ全種の写真・分布図を掲載

◇⽣活史の記載
繁殖情報など詳細に解説

◇減少要因の分析
減少要因をタイプ別に区分

◇電⼦版をＨＰで公開

改訂版レッドデータブックの特徴

静岡県 レッドデータブック
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県内の多様な⽣物に興味をもつきっかけになる本（を⽬指して作成中）

静岡県版レッドデータブック普及版

（イメージ）

開発・乱獲

耕作放棄

外来種問題

地球温暖化
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多様な生物のつながり

三次消費者

⼆次消費者

⼀次消費者

⽣産者

南アルプスの⾷物連鎖模式図
出典︓南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画《静岡市域版》

⾼次消費者

⽣態系ピラミッド

⽣態系は複雑な
関係で成⽴

⇒普通種も重要
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生物多様性＝３つの多様性

遺伝⼦の多様性 種の多様性 ⽣態系の多様性

遺伝⼦や⽣態系の多様性も重要
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ふじのくに生物多様性地域戦略

⽣物多様性の保全と持続可能な利⽤に向け、
県⺠みんなで取り組む⽅向を⽰すガイドライン

100年後,1000年後にも
⾃然と⼈が共⽣できる
静岡県を⽬指しましょう
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生物多様性シンポジウムを開催します

日時：令和２年２月22日（土）

会場：静岡県総合研修所
もくせい会館 富士ホール
（静岡市葵区鷹匠３－６－１）

13時30分～16時15分

生物多様性についての特別講演会 シンポジウム

◆岩槻邦男 氏（東京大学名誉教授）

◆望月将悟 氏（山岳ランナー）

◆静岡ライチョウ研究会

◆高山植物保護ボランティアネットワーク

【講演】

テーマ「生物多様性って何だろう？」
（講師） 岩槻 邦男 氏 東京大学名誉教授

＜講師紹介＞

静岡県レッドデータブック改訂監修委員
【略歴】
・兵庫県出身。理学博士
・京都大学教授、東京大学教授等を歴任
・専門は植物分類学
・文化功労者(2007年)

テーマ「南アルプスにおける生物多様性」

山岳ランナーで有名な、

望月将悟さんもシンポ

ジウムに参加します!!

第１部 第２部

詳しくは、本日配布したチラシを参照

ぜひ御参加ください!!


